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►雄公民館の « 子「甩づくリ教 
畫」には今闽16組の麥加があつ 


▼初めての轮付けに伝妖的な® 
钥を選んだ，铨田みえ子さん、 


蝎絵付けした凧に脅を付けてい 
く.. 5»師の脱明に任、真剣 f 


▼ r しっかり押えてるからネ j と 
正子おばあちゃん、松山貴按ク 
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たちかわ胍の 会# 
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it 奪クン • 


人を州る；：之であっとそれが叶ぬなら 
lTAw ^ i*^Vt vOWttt へてみたい. 
がえってきた.モ n のみか、夢を W しか 
. 紙を合わせてレ） r WH づ《り.I に.锹/ 
の紙をあげる」 


◄ 下の糸が*いのかなあ」湯山 


「とんだ，知んだ！ j 無事金興 ► 
の服があがった- m はやつばと 


it さん、寬クン* 


ばなきや。 


出果たあ！旗®の五十盧さん ► 
が丨人I人の風を見る， 


▼「ft くとんだて•赏 J 「11が瘛か 
つたで貧 J とそれぞれにユニー 


▼ 嫌子一体三日間の力作を衿 


クな賞も 


て、はいチーズI 


nil 「たちかわ技 j 


m の紋章をかたと ► 
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子ども ft： ちに罾を/ 

たく »しく靈かな 

»通住そ， 

孑なも/4，1鴣《规《>ガ财キ 

■ fr ソ产 ^ 1 - 勢^□レて 
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考 L 行相で打に％て 
ろ ^ ia ^ vp つく ジ 
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新しい年をむかえて，ちょっび 
9新鮮味をだしてみたいと•欲ば 
つてみました。身近かで案外と知 
らない郷土史にスポットをあてる 
方、灌字の効用が見 it されてき 
た昨今の時流にゲーゴ I して漢字 
の r テスト」で教 * » 載！ 

立川•歴史のひとコマ 

<► 『立川』といぅ地名 

立川の地衫•現境は太 4 C の ： Hn 

に形 lie された多摩川と、その W 

岸段 E 、それに戢*野の平地と 

砂川の山林などで成り立ってお 

リまナ。 

中世には、立川は ■-» 立川®」 

といぅ*の名で »?• ばれていまし 

たが•甲安末期から嫌&時代は 

じめには立川{立河》氏と名秉 

る土若の武士が力をつけ•荣崤 

町»済寺付近を館としていたと 

伝えられます。 - •. 吾妻 itW にも睜 
仁 7 C 年 <ーニ三八 Ktt 河三郎兵 


空欄に一字神入1みよ。 

自□自资 

同ェ異 □ 


斯尉基桊という武上が将単に淀 
つて京にのぼつたと記»されて 
おります。 

この立川<立河》氏は，乎安時 
代の武藏国の国司日奉氏から出 
ていますが、おそらく立川とい 
う地名から姓としたのでしょう U 
また天正十四年二五八丑> 
に八幡宮{現在は柴崤町逋訪神 
社にへ3祀>に奉納された阿弥陀 
如米坐像の背面には「武州多来 

ぐ iiKf らか4 i ri U ら fclvr . 5一 • 争1 ^ r -4 

;立河鄆芝;^忖八#4地仲®:願 
t 立河照 t 内女お彌々」と刻ま 
れています” 

江序時代には柴崤村 Alf - ばれ、 
「新編成葳風十 5 e 稿」<文政 I - 
年)には「柒 sma ……地杉 f 

陸にして四方打 m け P * 田多く水 

田少なし：*:は*柳 - fl (国立市 > に 

埦い•南は多來川を M て口野本 

鄉蓓に：^"西：^地：5:<昭&市> 


に W リ•北は砂川村に及-:*: 
西おょそ！ M 十町余リ〈約 I ?二 
百パ》南北二卜 一 ira ど(約二 
千二.台パ>"民家二&四卜八粁， 
……日本«ょり fr 程十里半{約 
四十 一«ごと M されており i す U 

明治十四年二八八こ柴崎 
村は近 m の®落を合併し，—：一い 
郷名立川(立河> を®活させて 
『立川村』となりました。これが現 
在の立川市へと発 S してゆくこ 
とになります。 

「立川』といぅ地名そのものの 
由来には諸说ありまして•タチ 
とは「河川、沼沢に曲する£陔 
などを利用.^小規模のとりで」 
を意味し，多.¥川の段丘の上に 
と9で{タチ}があり，その近 
くを流れる川がタチ川であると 
いぅ説があります。 

立) II 氏館跡と伝えられる#'済 
苛付近は多^川を眼下にする台 
地の突嬙で，ここには石器時代 
の A 跡-^ることから推して，こ 
こにタチが築かれたのはかなり 
古い時代だと思われます" < KK > 


表紙は語る 

今月の表紙は「フアンシ—•エッ 
グ j の渡部和关さんであります， 
つまリ、幻想的卵芸術とでも申し 
ましょぅ か。「日本で 
は最近のことですが、 

アメリカでは古い歷 
史をもつもので、私 
はたまたま主婦の片 
手 ST ロスアンゼル 
スで10年くらい前か： 

ら習つていたんです。 

3年舫に—♦ホテル 
才—タニで個展を関さましたら大 
好8 1 で'それはよかったのですが、 
ぜひに教えろという方が II 百人く 
らいになつてしまつたんですね。 
&遽'指導するということに…一 



ぅれしい悲呜をあげる番になった。 
それのみか、取材中にヵヌー選手 
椎一位{小林弘子さん r パヮ—リ 
フティング日本新記録 r 西*慶子 
さん》の朗報がはいってきたりした。 

秀れたカメラマンにめぐまれた 
こと，ベテランのア—トディレク 
夕—が S 51 S をとつてくださつたこ 
となど、こちらの，人材♦にもめぐ 
まれた点が大きい•が、なんといっ 
ても出 K 矜の14力をみのがしては 
ならないだろう。 

▼立/ ll ' tt の V — p . 合 • r I プル- 


主婚から I 転' 日本で初のファ 
ンシ IH ッグ指導者というのだか 
ら'人生のウンはどこから開けて 
くるのか知れたものではない。 

生徙さんはふえ«ける|方で、 
東京と大阪に本部を設ける fl の人 
気ぶり。それのみか、 □ サンゼル 
スにも。 

「手 H 芸の世界は幅が広いですか 
ら 、いろいろな*材、技術が から 
み含つているのでしようが"ファ 
ンシ— •エッグの場合、やはリ♦ノ 
I ブルな睐覚，にひかれるのでは 
ないでしようか。3 
—ロッパでは古くか 
ら貴»人の閣でもて 
はやされてきた伝統 
があります から」 
今回、表紙の作品 
は立川•高*8で行 
なわれた展示会の坤 
‘のも'7; 

「ゴ—ジャスなふん囲気が、見た 
めよりも%しいテクニックで作れ 
るのがミソかしら？」問含せ先 • 
03:2691 8 0 0 7. 


事後報告^ スト 立川人展 r 85 」 

一会名】ベスト立川人•展篇【出 

展】立川人27名、ゲスト8名【会 
期】昭和60年12月12卩 is 日【金 
場】朝： D ギャラリ—【後攫】立川 
商工仝85所•立 Ml 食年会議所•立 
川市文化連盟•立川市社会福祉描 
搛会ほか【観 K 者数】 J * 746 A 
【フオトグラファ I 】天野武 男. 

吉田莪治•小林洋治•加*正》 • 

武田和紀【ア—トディレクター】 

小塚秀忠【卜—タルマネジャ I 】 

後*文子【特別*镐】東海林さだ 
お t 暖簾••】佐*法雄 
総括す ると •以上のょうになる。 

主«|する 「 HPJ えくてびあん」も 
このょうな^典展は初体験であつ 
たため、多くのトマドィを®じな 
がら一進一退の^ ti を進めてきた。 

大変に失礼な表現で恐縮だが、 

立川にそんな〃入材，か揃つてい 
るだろうか、というのが取材者の 
正 if な感想だった。しかし•それ 
も祀憂におわつた。 

いたのです，心がが0 $は 
どなたにこ登場晒つたらいいか， 




出邸#袪 
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,6 谜 TJ 令 4-rl 「袪 J 
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1 真如苑だょり 

r へえ—•もラ 50 年もたつの 
かええ？」と ft かれる方もお 
おいでしょぅ。そぅです、真 ta 
苑は今年、 50 年«を迎えさせ 
て頂きます•一*、どっ I り 
と L た嫌をご鼈ください。 
■日時 2 H 22 日(±) 

•r 後 2 時から 4 時。 
■御本緣 ' ftto 宝物館を a じ 
めとして映 W など盛りだくさ 
んの用意が I てございます。 
■立川市民{成人)に限らせ 
て す 

_お申し込みは「えくてび A 

ん•コンパ _ 

繼 

た人)へ • L 


荆は"受信•発信 ffi 用，が持 a と 
いぇよぅ。昨日の統者が今日は 
竑面の主役を演じている——こち 
らの方がむしろ「コミュニケ—シ 
ヨン」の本 is をいつているのでは 
ないだろ，ふ • 

そういう意 


►ケン蘆六&の技*鑰 

R ‘ナ2い蓦立川人 
から拍手•倉た袖キ 

+.催者は出展者に対して*寒を 
込めたパ—ティ—を ft 柊： n ， 閉展 
後に W いたが、ここにある R 点の 
写 K - はその部" 

出®者、後援をして下さった鍺 
网体、銀行筋，さらには教育関係 
者もつどい、なごやかな*親のひ 
と時をもつこと 
が出来た。 

いわゆるマス 

n ミが"発信# 
用▲なのに対し • 
地域誌のもつ役 


味で、今回の 
立川人®は一 
応の成果を収 
め、次回はい 
つそう市民と 
の峦#が期侍 
されているよ 
うだ* 


- I れが日拿 I の•力 II 
ち, JMaiit えない貢 
鏵< .西场聲子*〇ん 

- 



►金期中に 3 IJIIT め初公肩 ▲ 
ドべルの!* 1 5|* 2 さん 


IIX た" 


if r J - c , 


k マイク )1 本さん所葙 T ‘ n 楫 u _ 子夫人 • 
# r がにシツク 


9 立川クィズ 圓 

今 M から立川の歴史の連戴が始 
まりましたが•立川にも歷史的に 
大変 fti - なものがあります。次の 
ぅち国宝はどれでしょぅ • 

©#1済寺 Rfi 山物外和尚坐像 
i 坂式土器 <羽衣町出土》 

0 H ハ面石幘 i 済寺) 

〔1月号の答え〕 a 銶されているだ 
けで11!千二百八十五頭の犬が立川 
市内にいます。立川•国*•昭 ft . 
武蔵 - M 山の4市の中では|番で、 
以下昭 ft 市の二千五•白頭、武蔵村 
山市の千九：白頭、国立 *- の千四& 
頭となります，立川人はやつばし 
犬好きのようです。答えは② 


•いよいよ，昭和61年の開募"世 
紀のカレンダ —< ら•び•あん. 
ろ一ず〉で..ムえば右ッ W に突入し 
たわけであります。このカレンダ 
1を手にしたある立川人- , 1これで 
•生，カレンダ—の心配なしだな/ 
_ そういう もん t やないでしよ 。 R 
めくりなどはなかなかのもんです" 
ある百货店では「オレンダ—展」を 
W いた。•それにしても〈ら•び • 
あん•ろ—ず〉、どこをどう He して 
いるのか•トンデモナィ所から注 
文がきたりする"この問なんか、 
h 尾 rfl のガッコの先生から学生に 
配りたいから送ってくれ 、 fa 
四百人を越すと畜いてある'%ま 
じいカレンダー魂であります。そ 
もそも•本品は立川人の利用をも 
つて本分とするのじやないの？ま 
あ、おおめにみましよ••極寒の 
ゆたかにあをきえくてびあん。 

(■翁) WI 典子■悦子 HV 铨7神山漘子 
R .' l !»»- B ^ 子準田礼^矢！^111 
(> m ) 天 * lx 男%曲 •:« ス> ジオ269 


剛えくてひあん第？^ 
昭神六十一年二月 I 日発行 
発行所えくてびあん！！集エ馬 
東京都立川市柴1 r 町 2-4— II 
ファインビルディング 3 F 
«話〇四二五§0082 
供》人立并*介 
癸行人泮野 II 男 
印削所株式会社立川印刷所 


工房から 















































Au Coin de Tachiknwa 




Valser am Nou 虎 1 K 

◊っつ•たん 4 

いっの時代も「本格」はすたれない、その見本がソシ ^ ザ、 

アル•ダンスであります 0 NHK テレビ番組に r レッツ•ダ 
ンス！ j がある。本日はそのビデオ播り t あって、立 ;II 
のダンスフアンはそそとして市£イ本有館に集合，いず 
れ劣らぬ風推なムードに酔い L れた一宵でありま L た。 
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ん女 
なは 

25 

第と 

十小 
小さ 
学な 
校！* 


_ r t ャ ー ， 終っ 
た j カメラマ 
ンだって 本* 
に “ Km しま 
すてす. 
















